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３．外部性と交渉（コースの定理） 
 前回の授業では，外部性がある場合には，市場メカニズムに任せるだけでは社会的に一番よい状態が実現できないことを説明し

ました．外部不経済がある財については，市場での供給量が最適水準を超え，過大な供給水準になってしまいます．この対策とし

ては，大きく分けて２つの考え方があります．一つは当事者同士の交渉を重視する考え方であり，二つは国や自治体の政策を重視

する考え方です．今回は，交渉についてみてみましょう． 
 
 シカゴ大学のロナルド・コースは，『財産権の所在が確定されているならば，外部性は内部化されて，当事者間の直接交渉を通

じて，効率的な市場均衡が達成される．この効率的な市場均衡は財産権の所在には依存しない．』というコースの定理（Coase’s 
theorem）を主張しています．コースの定理によれば，財産権を適切に定めさえすれば，次回以降の授業で説明するような政府の

直接的な介入がなくても，市場は外部性の問題を解決することができることになります．この点について，以下で考えてみます． 
 
 前回のレジュメ NO.3 の問題を考えてみます．この問題に関わっている当事者は，金属製品を作る工場群（企業群），製品の消

費者，そして工場群から騒音や煙の被害を受ける周辺住民の 3 者でした．このうち，工場群と消費者は，それぞれ生産者余剰と消

費者余剰という名の利益（便益）を得ていまが，周辺住民は騒音や煙の形で被害を受けます．今回の授業では，この外部性の問題

を，便益を得るひとたち（以後は，「消費者工場連合」と呼びます）と被害を受ける周辺住民の対立としてとらえます．そして，

両者の交渉によってどんな結論が出るか，考えます． 
 ここで，消費者工場連合の得る便益は，消費者余剰と生産者余剰を足しあわせた値に等しくなります．すなわち，消費者工場連

合が獲得する限界便益は，この製品の需要曲線と工場群の私的限界費用曲線の垂直方向の差分で表されます．例えば，前回のレジ

ュメ 4 ページの図における供給量が QBの場合，消費者工場連合が獲得する限界便益は線分 BD となります．この限界便益（線分

BD）は，下図の線分 BQB で表されています．従って，下図の限界便益曲線は，需要・供給量が QA 水準で横軸と交わり，需要・

供給量が小さくなるにつれて大きくなっていく曲線で表されます（レジュメ 4 ページズの供給量が 0 の場合，消費者工場連合が

獲得する限界便益は線分 EF で表され，下図では線分 EO で表されています）．下図は，この限界便益曲線と，周辺住民が被る騒

音の限界外部費用曲線をあわせて描いたものです． 
 

 
 
 ここで，両者の交渉の結果をみてみます．ただし，条件が 3 つあります．まず，①この問題について，周辺住民と消費者工場連

合のどちらが主導的な権利を持つかが国の法律できっちりと決まっているとします．また，②交渉自体には，費用がかからないと

します．実際の交渉では，やたらと時間がかかったり，飲み食いにお金がかかったりしますが，ここでは，そのような手間はかか

らないと仮定します．また，③関係者はみな，限界外部費用曲線や限界便益曲線を知っているとします．したがって，消費者工場

連合は，周辺住民の限界外部費用曲線を知っているし，周辺住民は，消費者工場連合の限界便益曲線を知っています． 
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（１）周辺住民が「騒音のない町に住む権利」を持つ場合 
 この場合には，消費者工場連合が周辺住民の持つ権利を買い取って，この製品を供給させてもらうことになります．例えば，上

の図で供給量 QG－1 から追加的に 1 単位供給する場合について考えます．供給量 QG の場合に消費者工場連合が獲得する限界便

益は，線分 GQG（あるいは線分 PGO）で表されます．消費者工場連合は，追加的に 1 単位供給するため，周辺住民から 1 単位生

産分の「騒音のない町に住む権利」を買い取る必要があり，そのため，最大で線分 GQG まで支払うことができます．すなわち，

消費者工場連合は，権利の調達費用として限界便益よりも高く支払うと損をしてしまうため，限界便益よりも高い額を支払うこと

はありません．言い換えれば，この限界便益は，周辺住民から権利を買い取る際の消費者工場連合の支払許容額を表しています． 
 一方，周辺住民はどうでしょうか．この製品が追加的に 1 単位だけ供給されると被る騒音が増えます．その被害額にあたる限界

外部費用は，線分 HQGで表されます．すなわち，周辺住民は，この線分 HQG以上の金額の提示を受けた場合は「騒音のない町に

住む権利」を売っても良いと考え，逆に，HQG未満の金額の提示を受けた場合は騒音の増加に対する十分な補償とならないため，

そのような申し出は拒否することでしょう． 
 ここで，両者にとって一番いい交渉結果は，「消費者工場連合が，追加的な供給のために，周辺住民に線分 HQG 以上 GQG 以下

の金額を払い，周辺住民が，このお金をもらうかわりに製品の供給を 1 単位だけ増やすことをみとめ，その分の騒音をがまんす

る」ことです．なお，具体的な金額がこの範囲の中のどこになるかは，両者の交渉力によります． 
 このように周辺住民に権利がある場合，消費者工場連合は，追加的に供給することで得られる限界便益と権利を買い取るための

金銭的な支出を比べて，利益がでるときだけ追加的な供給を行います．ここで，供給量が QBより大きい場合には，追加的に供給

することで得られる限界便益が権利を買い取るための金銭支出を下回り，利益がマイナスとなってしまうことに注意してくださ

い．つまり，消費者工場連合と周辺住民による交渉の結果，この製品の供給量は追加的な供給による利益が 0 となる QBとなりま

す．この交渉により決定される供給量 QB は，前回のレジュメで学んだ総余剰が最大となる効率的な状態と等しくなっています． 
 
 さて，消費者工場連合から周辺住民に支払われる補償金は，総額でいくらになるのでしょうか．当初，この製品が全く供給され

ていなかったとします．上の説明のとおり，消費者工場連合と周辺住民の交渉により，最終的な供給量は QBとなります．この場

合に払われる補償金額は，最大で四角形 EBQBO の面積にあたり，最小で三角形 BQBO の面積にあたります．金属製品供給 1 単

位ごとに補償交渉がなされる様子を思い描き，このことを確認してください．上にも書きましたが，実際の補償額がいくらになる

かは，両者の交渉力によります．例えば，周辺住民の中に巧みな交渉人がいれば，最大の補償額を取れるかもしれません． 
 

 
 
【例題 1】 
（１）上図で製品の供給量がＱＢのとき，総余剰にあたる部分は，どこでしょうか．記号で示してください． 
（       ） 
 
（２）周辺住民が「騒音のない町に住む権利」がある場合，周辺住民がもらえる補償金の最高額は，図のどこにあたるでしょうか． 
（       ） 
 
（３）（２）と同じ状況で消費者工場連合がもらえる補償金の最低額は，図のどこにあたるでしょうか． 
（       ） 
 
（４）（２）と同じ権利想定のもとで交渉に大きな費用がかかるとします．達成される製品供給量は，QBと比べてどうなりますか． 
 （                                              ） 
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（２）消費者工場連合が「この金属製品を自由に供給する権利」を持つ場合 
 今度は，消費者工場連合が権利を持つ場合を考えます．消費者工場連合には，騒音を出してこの製品を自由に供給することが認

められています．この場合，周辺住民が取り得る対策として，消費者工場連合が持つ生産の権利を買い取り，騒音を減らすという

方法があり得ます．これについて，詳しく見てみます． 
 まず，このような交渉がなければ，消費者工場連合は，限界便益が 0 となる供給量 QAまで製品を供給し，騒音をまきちらしま

す．ただし，供給量が QAのとき，消費者工場連合は，周辺住民から限界便益以上の金額をもらえれば，供給量を１単位分あきら

めても良いと考えています．一方，周辺住民は限界外部費用として線分 CQA だけの被害を受けているため，騒音を減らすために

最大で線分 CQA まで支払っても良いと考えることでしょう．すると，この話については，周辺住民が消費者工場連合にお金を払

い，製品の供給量を 1 単位減らしてもらうという形で交渉がまとまるのです． 
 このような交渉が続くと，製品の供給量はいくらになるでしょうか．周辺住民が追加的な 1 単位の削減から受ける限界外部費用

の削減額が消費者工場連合の限界便益の大きさを上回っている限り，削減交渉は続きます．結果として，製品の供給量は，QB ま

で減ります．これ以上削減させようとすると，周辺住民は，騒音の削減によって得をする分以上の補償金を払わなければ成らず，

結局損をしてしまいます． 
 これは，（１）の場合とは逆に，周辺住民が，消費者工場連合が得られたはずの利益を補償する場合といえます．この場合も，

補償額がいくらになるかは，両者の交渉力によります． 
 

 
 
 さて，上の話では，2 種類の権利設定を想定して考えてきました．この話のポイントは，どちらが権利を持っている場合でも最

終的な供給量の水準が QBとなるという点です．つまり，どちらに権利があるかさえはっきりと決めておけば，どちらが権利を持

っている場合でも，効率的な状態が達成されるのです．ただし，一つ注意が必要です．効率的な状態が達成される聞くと，何か素

晴らしい世界が達成されたと考えてしまいますが，外部不経済がゼロ（環境問題でよく言われる「ゼロ・エミッション」のこと）

になっているわけではありません．効率的な状態が達成されていても，依然として，外部不経済（工場群からの騒音の迷惑度）は

発生しているのです．外部不経済が発生していても，社会全体で余剰が最大になっている状態が達成されているということです．

これは，前回講義で確認した「社会的に望ましい」場合についても同じ事がいえます． 
 
 
【例題 2】 
（１）上図で製品の供給量がＱＢのとき，総余剰にあたる部分は，どこでしょうか．記号で示してください． 
（       ） 
 
（２）消費者工場連合に「この金属製品を自由に供給する権利」がある場合，消費者工場連合がもらえる補償金の最高額は，図の

どこにあたるでしょうか． 
（       ） 
 
（３）（２）と同じ状況で消費者工場連合がもらえる補償金の最低額は，図のどこにあたるでしょうか． 
（       ） 
 
（４）（２）と同じ権利想定のもとで交渉に大きな費用がかかるとします．達成される製品供給量は，QBと比べてどうなりますか． 
 （                                              ） 
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【問】いらなくなった冷蔵庫の民間回収サービス市場において，コースの定理について考えてみよう．以下の問題では，コースの

定理が成立する前提が満たされていると仮定します．（14 点；2 点×7） 
 
 表１は，この町にある冷蔵庫回収業者全体の供給表です．表２

は，この冷蔵庫の回収作業にともなって生じる外部性の程度を示

します．ここでいう外部性は，具体的には，回収作業の騒音や，冷

蔵庫を洗った水による川の汚染などです．これにより，この地域

外の住民が被害を受けるとします． 
 
 

 
 
 
（１）上図を，授業でコースの定理の説明に用いた形式に変換して下さい．「民間冷蔵庫回収業者＋冷蔵庫回収サービス消費者」

の限界便益曲線を実線で，外の地域の人の限界費用曲線を点線で，下図に描いて下さい．線は定規を使い丁寧に書くこと（各

2 点） 
 

 
 
 
（２）「民間冷蔵庫回収業者＋冷蔵庫回収サービスの消費者」に，騒音や排水などを自由に出す権利があったとします．（各 2 点） 
 

①外の地域の住民と「民間冷蔵庫回収業者＋冷蔵庫回収サービスの消費者」の交渉を認めない場合，民間冷蔵庫回収サービスの

供給量はいくらになりますか． 
       （             台／年） 
 

②交渉を認めた場合，民間冷蔵庫回収サービスの供給量はいくらになりますか． 
       （             台／年） 
 

③このとき，外の地域の住民は，被害を減らすために最大いくらの補償金を「民間冷蔵庫回収業者＋冷蔵庫回収サービス消費者」

に支払いますか．この額に相当する場所を上の図に斜線模様で塗ってください． 
 
 
（３）権利の想定を変え，外の地域の住民にこのような被害を受けない権利があるとします．（各 2 点） 
 

①交渉を認めた後の民間冷蔵庫回収サービスの供給量はいくらになりますか． 
       （             台／年） 
 

②交渉前の民間冷蔵庫回収サービスの供給量がゼロであったとしましょう．「民間冷蔵庫回収業者＋冷蔵庫回収サービス消費者」

が供給量を増やすために外の地域の住民に支払う補償金は最低でいくらになりますか．この額に相当する場所を上の図に横し

ま模様で塗ってください． 
 

表１　供給表 表２　限界外部費用

収集料金（円/台）
民営回収サービス
の供給量（台/年）

民営回収サービス
の供給量（台/年）

限界外部費用
（円/台）

4000 300 0 0

3000 200 50 500
2000 100 100 1000
1000 0 150 1500

0 0

4000

2000

0

50 100 150

価格(円/台)

数量(台/年)200

4000

2000

0

50 100 150

価格(円/台)

数量(台/年)200

需要曲線

(1)私的限界費用曲線
（供給曲線）

(2)社会的限界費用曲線


